
⑤
状態方程式より

P に n R T い 1 0

（l 全体の質量がpV[kg）でM[kg）あたりが /molなので

n=悲 is
① に②を代入して

pv=TRT
⇒ TP=塗､

- _ -定 . （REMも一定なので）

（2 前間（1）より

※ 一定
なので、気体の状態が変化したとき、

f = E い ③

が成立する。
問題文の音速の式

で I T F
に代入できるよう③を変形すると

が 謌
となり、代入すると

ひこFTEEF い40



1回か続き
一方でTo=0とのときの音速ながひに331Tsなので

ひにYPOTFE

⇒ 3 3 1 = G . . . ⑤
とな
④ に⑤と、To二27341.T=To t t = 2 7 3 + t [ k ］ を 代 入 し て
ひ=331TTETFE
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